
認知症患者の
家族にとっての

兄弟・親戚



認知症患者の家族にとっての
兄弟、親戚

問題が大きい。
相続など、金銭的な問題が生ずる。
それは、今までの人間関係の問題。
メインで介護している人へのプレッシャーがある。
施設にお願いしたほうがよい場合があるが、
親戚が反対する。「金は出すから」と言うが、
「それより介護を手伝いに来いよ」と言いたい。
まわりがなんでフォローできないか。



「兄弟、親戚について」のポイント

① 金銭関係の問題は、今までの人間関係の問題。

② 施設に入れたほうがいい場合でも、「金は出すから」と言われる。

③ 介護する家族を、周りがフォローすることが大切。、


